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一
屋 ? j昆厚 JV 1J、 f初ド ナ モ 黄 jv 露少鍍、
尻 プ 靖 サ 毛 字窃 セ I 餓純頭 ナ ，，、

勢石 .7. ノ、 質 棚賦 ノV 、 鍍硫 一 ') 時、 、 、
尻英其ー劣浮 ヲ 硫如床黄就宇岩、
矢 粗 頒 寸等 猿 ナ 黄 ジニ鍍 ブ 曾 一、
方面布乃 ーー ケ セ ヲ 猶尺床検利合、
面岩 ノ 至 ジ森 ノV 探 オt 乃玉 ス 硫銅

一 ヨ 匝 ニ プ 附 毛 ~~小至 寸 ノV 黄 硫

後 ク 域尺炭近 ノ ス 亦四 乃 ーー 山 化、 、
達 分和、 ーー 量岩 ア 枇 川 尺至 石 J、 録i
ス 離大 ジ僅屋 ノV 鎖 － ー

ナ 七英恐 ノ

JV ジ ナ プ 少 小 モ ノ、 ~月n' ノV 尺 粗 山 浸

毛 厚 ソ 時 ナ 字其恐 ヒ 土 ナ 面湖 染

fニλぐ． サ ト 一 ? 柔量 山 高壊 JV 岩 ノ シ、
週二 ス 金砂部多硫橋層黒 J、 北 タ、
－ ー 尺石 ク 錨等 jJ 質鍍 ア 色下西 ノV、
使約英磁 ノ、 ノ フ 噴 tlJ ヲ 硫 盤烏 ＂＂』' 

ナ 一 砂餓 岩第 サ気 ア プ 黄 ヲ ノ ノ

フ 町 J、鍍屋ニ JV 干し !} 鳥鍍 ナ i畢 一、
サ 才 恐 粒釣 紀 カ 一宇 頁 ノ 床 "% ミノ

、
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取岩演英 ア 毛 郡；吠 鍍 存 ノV 一 ナ ’出一
ス J、 一， 制F ') ノ 出叉 屠 J主 黒 尺 リ ;;::. 

、 、
JV 岩 ．ア ヲ 其 ア 戸 J、 ヲ ノV 色 ナ 一 僅
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f且 プ 入 '} 幅山 Jlj ーー 以 ソ 蓬 ス ．ニ
、

JV ~if.. 山 、 ナ瀬地地二於 ブ T ス ノ

ヲ 周 ク 波 面 ケ 海虚 ノV
モ

行 高一 ヲ
、

鷲
以固随以 ー横 川 ノV 岸空 モ ジ 峯

、 巣
プ 約 テ 南 断最 モ 一 識ノ プ 之

最六良 一 j酉 ジ 上 ,l 臨山 ナ 史大 一、
千

高 里港 J、 回 プ 川之 メ 高 ジ 烏 迩
、 一

ノ 砂 匿i西 ノ ーー Y 倉園 一屋 ナ

ナ 粟部正幅流支究慮 山幅 百 獄 ソ
、

四 え 匝i三ζ 生 二え 連地 ジ流 ク 多葡地
、 、

十蓋 l隔島 へ亙 寒 寒河 ジ 鵠 ノ
、 _.__ 

ア キ ジ入河河流卒 山 西 ハ 山 地

'} モ 以 ') 江江 ノ 地 等 部 き 扇 ノ
、 、

1也 ノ 北共川川大ノ、 ノ J、 日 ケ 東
、 、

7~ ナ 一甲・ 一 大大 ナ 匿l諸村 倉捺 方、
~，、

γ ・＂＇、最烏 烏 ノV l隔峯 上 山 日 一、 〆’ー、
量 島 山上川川 モ 地 11屈町千倉 南

地！換脈川 J、 等 ノ ノ 起 ノ 一一 山 北
、

紋 一 念 一 山 J、 南 三ノ 北十 鷲 ノ

ヲ ，，、 一 合地 ジ 日 西 西 一 一 巣 山
、

ナ 瀬 海 ス ヲ 日 本海方海米 山 脈
、 、、＿＿，’ 、

ジ 波 ニ 海縦本海岸 一 岸 ヲ 光 ヲ

一 ヨ 臨岸断海、 一 ーー 向 一 除兎 ナ一

百 ソ 、、、 線 ジ 一 朝最 ヒ 挫 ケ 山 ス
、

六北共 J、 プ 朝 Jミ モ 念行 J、 等 共

十西 一 約 ス ノV 康科 セ 高 ノ 以

五七大南 ノ、 JV 胎 ク ミ／ ;V サ 諸 西

米里ナ 北イIll 宅 内南絶山 千 峯 ::::.. 

ノ ヲ ;V 一 さ詮 ノ 川東 壁 脈 米 連 －＇，、
、

高 i塙 出走 匿lノ、 j古部 ヲ ア 一 亙 之

ー戸，－：：
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